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主  題：栄光の十字架 

聖書箇所：ヨハネの福音書 １２章２７－３６節 

 

きょうは、ヨハネ１２：２７－３６節を中心に、愛する神様が私たちに教えてくれる真理に目を留めて

みたいと思います。 

内容に入っていく前に、改めてここまでの大きな流れを思い出してみてください。私たちが今見てい

るのは、地上に来られた神の御子、イエス様が十字架にかかる前の最後の 1 週間の出来事でした。ベツ

レヘムの飼い葉おけで生まれ、大工の息子として育ったこの方は、ここに至るまで、数多くのみわざをな

してきました。ある時には、結婚式で水をぶどう酒に変え、ある時には、３８年病気で歩けなかった者を

いやされました。また、これ以外にも、五つのパンと二匹の魚で大勢の群衆を養い、荒れ狂う湖の上を歩

き、生まれつき盲目だった人を見えるようにし、さらには、友ラザロを墓の中からよみがえらせていまし

た。著者ヨハネは、これらの驚くべき出来事を単なる奇蹟とは呼ばずに、「しるし」と呼びました。それ

は、これらの奇蹟自体が目的だったのではなく、イエス様がだれなのかということを示す目じるしだか

らでした。イエス様は、その力強いみわざを通して、何度も人々の前で、ご自分こそが神の御子であって、

約束の救い主なのだということを明らかにされ続けていたのです。 

では、だれが見ても驚くようなしるしを見て、当時の人たちはイエス様をどんな方として受けとめた

のでしょう。ある人たちは、イエス様のその真の姿に目を留めました。そして、この方こそ自分たちの罪

を救うために来られた救い主なのだと、素直に信じ、受け入れました。でも、残念ながら、多くの人たち

がそうであったわけではありません。彼らは、イエス様の持っている力に魅了はされました。その奇蹟に

驚きはしました。でも、その力ある方を受け入れるのではなく、その力を自分の望みをかなえるために用

いてほしいと思いました。結局のところ、彼らが求めていたのは罪からの救いではありません。自分たち

を苦しめるローマという敵からの解放でした。日々の問題を解決してくれて、自分たちの欲しているも

のを与えてくれる、そんな都合のよい王様として、人々はイエス様に期待をかけていたのです。そして、

その期待と興奮が最高潮に達した瞬間こそ、今私たちが見ている、この１２章の前半に描かれていた、エ

ルサレムへの入城でした。イエス様は、ロバの子に乗ってエルサレムへと入城されました。その時、集ま

っていた群衆は、「ホサナ、ホサナ。今、救ってください」と叫び、勝利の象徴である、しゅろの枝を振

りながら、イエス様をイスラエルの王として迎えていました。エルサレムの町は、もう大興奮に包まれて

いました。彼らは、イエス様こそが王座について敵を打ち倒し、そして自分たちに栄光と勝利をもたらし

てくれるのだと、信じて疑わなかったのです。期待は高まりに高まっていました。そして、その期待が高

まる中にあって、イエス様は正反対のことを語られました。先週見た２３－２４節「:23 すると、イエス

は彼らに答えて言われた。「人の子が栄光を受けるその時が来ました。:24 まことに、まことに、あなたがたに告

げます。一粒の麦がもし地に落ちて死ななければ、それは一つのままです。しかし、もし死ねば、豊かな実を結び

ます。」とありました。群衆が思い描いていた栄光というのは、王冠をかぶって王座につく、その瞬間で

した。 

でも、イエス様が見つめていた栄光は、十字架の上でご自分のいのちをささげる栄光でした。イエス様

は、ご自分が死ぬ時を知っていました。いや、もっと言えば、イエス様は最初からご自分が十字架にかか

る、その栄光の時のために、この世に来たのだということを知っておられました。私たちは十字架を見る

時、そこに苦しみや痛みというものを思い浮かべます。確かに、そこにあったのは、歴史上最もひどい暗

やみでした。でも同時に聖書は、この十字架こそ、神様の栄光が最も鮮明に現された時であると教えてい

ます。十字架こそが、御子イエス・キリストの姿が最も輝かしく現された瞬間でした。 



〇栄光の十字架：十字架が明らかにする“御子の姿” 

だからこそ、今朝は、その十字架に目を留めてみたいと思います。十字架を通して、明らかにされる御

子の姿を考えてみたいと思います。この時、目の前に迫っている十字架に目を留めていたイエス様。その

十字架は、イエス様がどんなお方なのかということを、私たちにわかりやすく教えてくれます。特に、三

つの姿に注目したいと思います。 

ヨハネ１２：２７－３６ 

「:27 今わたしの心は騒いでいる。何と言おうか。『父よ。この時からわたしをお救いください』と言おうか。

いや。このためにこそ、わたしはこの時に至ったのです。:28 父よ。御名の栄光を現してください。」その

とき、天から声が聞こえた。「わたしは栄光をすでに現したし、またもう一度栄光を現そう。」:29 そばに

立っていてそれを聞いた群衆は、雷が鳴ったのだと言った。ほかの人々は、「御使いがあの方に話したのだ」

と言った。:30 イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたしのためにではなくて、あなたが

たのためにです。:31 今がこの世のさばきです。今、この世を支配する者は追い出されるのです。:32 わた

しが地上から上げられるなら、わたしはすべての人を自分のところに引き寄せます。」:33 イエスは自分が

どのような死に方で死ぬかを示して、このことを言われたのである。:34 そこで、群衆はイエスに答えた。

「私たちは、律法で、キリストはいつまでも生きておられると聞きましたが、どうしてあなたは、人の子は

上げられなければならない、と言われるのですか。その人の子とはだれですか。」:35 イエスは彼らに言わ

れた。「まだしばらくの間、光はあなたがたの間にあります。やみがあなたがたを襲うことのないように、

あなたがたは、光がある間に歩きなさい。やみの中を歩く者は、自分がどこに行くのかわかりません。:36 

あなたがたに光がある間に、光の子どもとなるために、光を信じなさい。」イエスは、これらのことをお話

しになると、立ち去って、彼らから身を隠された。」 

１．御子の従順 ２７－２８節 

では、さっそく、最初の御子の姿から考えてみましょう。十字架が明らかにする一つ目の姿は、御子の

従順です。苦しみが目の前に置かれている中で、イエス様が取った行動は、父のみこころに従うというこ

とでした。イエス様は、２７節で次のようなことばを口にしています。「今わたしの心は騒いでいる。何と

言おうか。『父よ。この時からわたしをお救いください』と言おうか。」と。この場面をよく考えてみてくださ

い。イエス様は、この時、ご自分の目の前に十字架が迫っていることをわかっていました。人の子が栄光

を受けるためには、苦しみを通らなければならないということを理解していました。そして、目の前に迫

っている苦しみが、主の心を騒がせていたと言うのです。 

ここで「騒いでいる」ということばが出てきました。このことばは、少しだけ心に恐れや不安を抱いて

いる状態ではありません。このことばに関して、いろいろな先生が説明しています。例えば、Ｄ・Ａ・カ

ーソンという先生は、次のように説明していました。「イエスの心は深く動揺していました。ここで用い

られている動詞は非常に強い意味を持ち、強い嫌悪感、恐怖、不安、激しい動揺を表しています。」と。

また、アーサー・ピンクも、次のように表現します。「イエスの苦悩は極限に達していました。彼の心は

激しい苦痛に苛まれていました。『騒いでいる』という一語の内に、恐怖、深い悲しみ、打ちひしがれた

思いといった感情の全てが含まれています。」と。イエス様の心は騒いでいました。荒れ狂う湖を物とも

せず、死者をよみがえらせることさえできた神の御子が、この時、ことばでは言い表すことのできないほ

どの深い悲しみと恐怖を感じていたというのです。また、これ以外にも、イエス様は弟子たちとともに訪

れたゲッセマネの園でも口にしていました。間近に十字架が迫っているゲッセマネの園で、イエス様は

自分の胸のうちをマタイ２６：３８でこう言いました。「そのとき、イエスは彼らに言われた。「わたしは悲

しみのあまり死ぬほどです。……」と。皆さんは悲しみのために死ぬほどの苦しみを覚えたことがあるでし

ょうか。十字架を前にしたイエス様の心のうちにあったものは、激しい動揺と身震いするほどの苦痛で

した。私たちの想像を絶するほどの、死ぬほどの悲しみがその心を苛んでいたのです。 



でもなぜでしょうか――。どうしてイエス様は、十字架を目の前にして、これほどまでに苦しみを覚え

たのでしょうか。間近に迫っている十字架の何に、これほどまでの動揺を覚えたのでしょうか。一度は

「ホサナ」と歓迎した群衆たちから、「神の子なら、自分を救ってみろ」とあざけられ、ばかにされる、

その罵りのゆえでしょうか。祭司長からばかにされて、人々の前で犯罪人としてつるされる、その恥のゆ

えでしょうか。いばらの冠をかぶせられ、唾を吐きかけられ、何度も何度もむち打ちされた挙げ句、その

手と足を十字架に釘付けにされる、その激しいからだの傷、その痛みのゆえでしょうか。いいえ、それ以

上のものです。イエス様の前には、いばらがあり、むちがあり、罵声があり、恥があり、痛みがあり、釘

がありました。しかし、イエス様の心を何よりも騒がせたのは、十字架の上で受ける神の御怒りでした。

イエス様は、その現実を見据えていたということです。罪のないご自分が、罪人の代わりに罪となり、そ

の罪に注がれる御怒りを、自分がすべて十字架で受けるということを、イエス様は知っていました。その

時、ご自分が、愛する父なる神様から一時的に見捨てられるということも、イエス様はよくわかっていま

した。イエス様はその激しい悲しみを、激しい痛みを、実際に十字架の上でも叫んでいたのです。マタイ

２７：４６にこう書いていました。「三時ごろ、イエスは大声で、「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」と叫ばれ

た。これは、「わが神、わが神。どうしてわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。」と。イエス

様は、死ぬほどまでに悲しみを覚えていました。自分の目の前に置かれている神の御怒りを見た時、イエ

ス様の心には深い動揺がありました。ことばで言い表すことのできない痛みがありました。 

しかし、少し立ち止まって考えてみてください。そのイエス様が味わっていた苦しみは、自分の罪のゆ

えではありません。イエス様の苦しみというのは、私やあなたの罪を代わりに背負う、それゆえにもたら

されたものでした。神の御子は、私たちに代わって受ける神の御怒りを前にして、そのあまりの重さに、

心を激しく騒がせていたのです。彼自身が原因でもたらされた苦しみではありませんでした。私たちは、

自分が何か過ちを犯した結果、それに伴う苦しみや痛みでも、それを受けたいとは思いませんし、まして

や、ほかのだれかの過ちの結果、自分が何かの痛みを味わうことになれば、「なぜ自分が」と不満や不平

を口にするでしょう。ほかの人の行いによって自分が苦しむことを、私たちは不公平だと思います。しか

し、イエス様はご自分の罪のためではなく、ましてや、ご自分にかたくなに逆らう罪人の罪のために、苦

しむことを選ばれたのです。私やあなたのような罪人を救うために、イエス様はご自分を捨てて、父なる

神のみこころに従って、さばきと御怒りの入った杯を自ら飲むことを選ばれたのです。みことばの続き

を見てください。イエス様はこのように言われました。「:27……「父よ。この時からわたしをお救いくださ

い」と言おうか。いや。このためにこそ、わたしはこの時に至ったのです。:28 父よ。御名の栄光を現してくださ

い。」そのとき、天から声が聞こえた。「わたしは栄光をすでに現したし、またもう一度栄光を現そう。」」と。

ここに私たちは、苦しみと従順、そして神の栄光という、切り離すことのできない関係を見て取ることが

できます。イエス様の前には、ことばにできないほどの苦しみがありました。御子の心に死ぬほどの悲し

みをもたらす十字架が、神の御怒りが迫っていました。もしイエス様が自分のいのちを愛して、その苦し

みを避けることを選ばれていたとしたら、どうなったでしょうか。ここにいる私たちひとりひとり、文字

どおり何の希望もありませんでした。罪の赦しもありませんでした。私たちはみな、いまだに自分の罪の

ゆえに、それにふさわしく、そこに降り注ぐ神の御怒りを受けるべき存在でした。 

しかし、イエス様は、十字架の苦しみを見据えたうえで、なお、その道を従順に進まれました。自分の

罪のゆえではありません。罪人のその罪の上に降り注がれる神の御怒りを見て、そこにある苦しみを見

て、それでもイエス様がその苦しみへと足を進められたのは、なぜでしょう――。罪人を愛してくださっ

たから、それも一つの理由でしょう。しかし、それ以上にイエス様の足を苦しみへと進ませたのは、神様

の栄光を現すためでした。イエス様が苦しみのうちを通られたのは、神様の栄光を現すという目的のた

めでした。ここでイエス様は「父よ、私の栄光を現してください」ではなく、「父よ。 ああなたの 御名

の栄光を現してください。」と求めていました。ちなみに、「御名」というのは、単なる名前のことを言っ



ているのではありません。聖書の中で「名前」とは、その人自身、その人の性質を表すものでした。つま

り、苦しみを目の前にしてイエス様が持っていた望みというのは、父なる神様のご性質、父なる神様の偉

大さがその苦しみを通して明らかにされることだったということです。 

たとえ自分が苦しみ、たとえ自分が十字架を通ることになったとしても、神様の栄光が現されますよ

うにと。そして、その神様の栄光を現すために、イエス様は従順であろうとしたのです。まさにイエス様

は、自分のいのちを愛するよりも、御父を愛したお方でした。先週、私たちは２４－２６節のところで、

イエス様が自分は死ななければならないと言い、そして自分について来る者は、自分のいのちを愛する

のではなくて、すべてを捨てて、私について来るようにと言いました。自分のいのちを愛する者はそれを

失うと言っていたのです。なぜ私たちはそうやって生きていくか、わかりますか？それはイエス様こそ

がまさにそれをなしたお方だったからです。この２７－２８節に書いていることがまさに最大の模範で

した。イエス様は自分を愛する以上に罪人を愛し、そして神様の栄光というものを何よりも愛されまし

た。だから従順に歩まれていたわけです。 

◎十字架が現す神の栄光 

そして実際、イエス様がかかられた十字架というのは、父なる神様の栄光というものを、最も明白に現

す場所になりました。十字架は、どのようにして神様の栄光を現すことにつながったのでしょうか。 

・神様の聖さ 

たとえば十字架というのは、神様の聖さというものを示しました。神様は、決して罪を放置されるお方

ではない、それが十字架で明らかにされました。 

・神様の義 

十字架は、神様の義を示しました。罪には必ずふさわしい代価が支払われなければならないというこ

と、それが十字架の上で明らかにされました。 

・神様の愛 

同じ十字架は、神様の愛というものも示しました。神様が罪人のことを愛してくださり、そのために御

子さえも惜しまずに与えてくださったということが、そこで明らかにされました。 

・神様の恵み 

十字架というのは、神様の恵みというものも示しました。本来なら、さばきを受け、滅びるしかない私

たちの代わりに、御子がそこにつき、その御子を通して、私たちが神の子どもとされることが、そこで明

らかにされたのです。 

十字架は、神の栄光を現しました。その偉大な御名を、栄光を現すために、イエス様は苦しみを耐え忍

び、自分を捨てて、従順であられました。だから、父なる神様も天から言われていました。「わたしは…

…もう一度栄光を現そう。」と。イエス様は生涯においても、神様の栄光を現してきましたが、十字架にあ

って、もう一度ご自身の栄光を現そうとされたのです。 

私たちは苦しみや試練を前にする時、「神様、この苦しみを、試練を取り除いてください」と祈ること

があります。もちろん、その祈り自体が間違っているのではありません。しかしイエス様は、その祈りで

終わりませんでした。「父よ。苦しみはあります。でも、あなたの御名を、あなたの栄光を現してくださ

い」と祈られました。「父よ。私のこの杯を飲まなくてもよいのであれば、取り除いてください。でも、

それがあなたのみこころであれば、私はそれに従います」と祈られたのです。神様の栄光を現すというこ

と、それが御子が持っておられた願いでした。私たちがどうして神様の栄光のために生きていくのか―

―。この御子の姿に私たちがならっているからです。果たして私たちは、本当の意味で、何を一番に願っ

ているでしょうか。苦しみが終わることでしょうか。問題が解決することでしょうか。それとも、置かれ

た状況の中で、たとえ苦しみを通してでさえ、神様の栄光が現されることでしょうか。苦しみを通して神

様の愛をどうやって示せるだろうか、苦しみを通して、神様の忍耐をどうやって示せるだろうかと。試練



を通して、神様の優しさをどうやって示すことができるだろうかと。試練を通して、神様の義をどうやっ

て示すことができるだろうかと。イエス様は、絶望的な苦しみを前にしました。でも、その中でも、神様

の栄光を第一に求めて、従順の道を歩みました。十字架というのは、何よりもイエス様の変わらない父な

る神様への従順が輝いていた場所だったのです。 

２．御子の勝利 ２９－３３節 

次に、十字架が明らかにする二つ目の御子の姿は、御子の勝利です。十字架は、単に従順が示された場

所であっただけでなく、イエス様の成し遂げる勝利が現された場所でした。続く２９－３３節にこう書

いてあります。「:29 そばに立っていてそれを聞いた群衆は、雷が鳴ったのだと言った。ほかの人々は、「御使

いがあの方に話したのだ」と言った。:30 イエスは答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたしのためにで

はなくて、あなたがたのためにです。:31 今がこの世のさばきです。今、この世を支配する者は追い出されるので

す。:32 わたしが地上から上げられるなら、わたしはすべての人を自分のところに引き寄せます。」:33 イエスは

自分がどのような死に方で死ぬかを示して、このことを言われたのである。」と。天から語られた父なる神様の

声を聞いていた人たちは、混乱を覚えていました。そのあまりの迫力に、「雷が鳴ったのだ」と言う人も

いれば、「御使いが語ったのだ」と言う人もいました。戸惑っている彼らに対して、イエス様は語られた

のです。語られた内容は、ご自分の死が何を成し遂げるのかということでした。そして、ここでイエス様

の死が成し遂げる三つの勝利を力強く宣言しておられました。 

１ 世に対する裁き 

まず一つ目に、世に対するさばきです。「今がこの世のさばきです」と言われていました。多くの人たち

は、十字架を見る時に、罪の赦しや救いというものを真っ先に考えます。それは間違っていません。確か

に、一度目にイエス様がこの世に来られた目的というのは、世をさばくためではなく、救うためでした。

同じヨハネ３：１７にこう書いてあります。「神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御

子によって世が救われるためである。」と。イエス様が来られたのは、救いをもたらすためでした。でも、

決して忘れてはいけません。この現実は、もう一つの現実を打ち消すものではありません。救いがあると

いうことは、そこにはさばきがあるということです。罪の赦しがあるということは、そこに罪に対する正

しいさばき、罰があるということです。何度も言いますけれども、イエス様は自分の罪のためではありま

せん。この方は、私やあなたのような罪人の罪のために、十字架にかかられました。ことばを変えるので

あれば、私たちが持っている罪が赦されるためには、代わりに御子が死ななければならなかったという

ことです。私たちが持っている罪というのは、軽いものではありません。罪というのは、神の御子が死な

なければならないという、それほどの大きな代価を必要とするものでした。それほどまでに深刻な問題

でした。そして、その問題を解決するために、あわれみ深い救い主が、私たちの代わりに十字架にかかっ

てくださったのです。そのあわれみ深い救い主を、自ら拒み続けるのであれば、その人を待っているの

は、罪に対するさばきしかありません。 

当時の人たちは、この点を大きく勘違いしていました。イエス様を十字架につけた者たちは、自分たち

をさばき主とみなして、イエス様のことを非難し続けました。彼らは最後まで叫んでいましたよね。イエ

ス様に向かって、「他人は救ったけれど、自分は救えない。今、十字架から降りてもらおうか。そうした

ら、それを見たら私は信じるから」と。彼らはイエス様に対して、自分たちはさばく立場にあると考えま

した。彼らは十字架をイエス様の敗北、自分たちの勝利として考えたのです。でも、十字架はイエス様の

敗北宣言だったのではありません。十字架というのは、それを受け入れる者には救いを与え、拒み続ける

者にはさばきがあるという、真のさばき主からの宣言だったのです。 

２ サタンに対する裁き 

二つ目に、サタンに対する勝利です。「今、この世を支配する者は追い出されるのです。」と言われていま

した。サタンという存在は、聖書の中でいろいろな姿で描かれています。あるところでは、「試みる者」



と呼ばれることがあれば、「暗やみの力」、「空中の権威を持つ支配者」と呼ばれることもあります。「偽

りの父」とか、「食い尽くすべき獲物を探し求めている、ほえたける獅子」とか、「世を支配している悪

い者」と呼ばれることもあります。サタンというのは、架空のものではありません。聖書が教えてくれる、

聖書が描いているこの存在は、今も変わらずに働いている、あまりにも危険で、あまりにも邪悪な存在で

した。アダムによって罪が入って以降、この世に生まれるすべての者たちは、このサタンの支配下に置か

れ、その影響を受けて縛られて生きてきたのです。でも、そんな存在がイエス様の十字架にあって、敗北

者として、この世を支配する者――サタンは追い出されると言うのです。 

ここで使われていた「追い出」すということばは、ある人がほかの人を町から追放するとか、外に投げ

出すといった意味が含まれています。つまりサタンは、イエス様が木にかかっているのを見て、自分が勝

利したと思ったでしょう。御子の力より悪の力が勝ったと思ったでしょう。でも、それは大きな間違いで

した。十字架というのは、サタンに対する主の勝利宣言でもあったのです。イエス様は、その死を通して

サタンの力を打ち破り、その支配を追い出して、終わらせられたと言うのです。イエス様は、サタンにも

勝利しました。感謝なことは、イエス様を信じる者たちは、そのサタンの鎖からすでに解放されたという

ことです。私たちは十字架にあって、サタンにも、罪にも、死にも勝利する者として、歩んでいくことが

できる者になりました。ヘブル２：１４ー１５に、こんな約束、こんな希望が書かれていました。「:14 

そこで、子たちはみな血と肉とを持っているので、主もまた同じように、これらのものをお持ちになりました。こ

れは、その死によって、悪魔という、死の力を持つ者を滅ぼし、:15 一生涯死の恐怖につながれて奴隷となってい

た人々を解放してくださるためでした。」と。イエス様が「血と肉とを持って」、私たちの代わりに十字架に

かかって死んでくださったからこそ、悪魔というもの、死の力、そういったものは終わりました。この喜

び、この希望を、今、自分の中に持っていますか。新しいいのちを与えられたと知っているのであれば、

もう死を恐れる必要はありません。キリストを得た私たちは、どんな罪の誘惑であろうと、サタンの攻撃

であろうと、恐れる必要はなくなりました。もちろん、サタンというのは、今でも働いています。だから、

油断してはいけません。でも、十字架によって、サタンの敗北は、すでに決定づけられました。サタンは、

ただ、今あがいているだけです。サタンが勝利することはありません。私たちが十字架を見上げる時、私

たちは、そこに勝利者としてのイエス様を見ます。そして、その勝利者とともに歩んでいる私たちも、同

じように勝利者として歩んでいくことができます。それが、十字架でなされるイエス様の宣言でした。 

３ 罪人に対する救い 

そして最後、三つ目に、罪人に対する救いです。３２節にこんなふうに記されていました。「わたしが

地上から上げられるなら、わたしはすべての人を自分のところに引き寄せます。」と。ここで、「すべての人」

と出てきました。勘違いしてしまう人がいますが、文字どおり、この「すべての人」というのは、「全員」

とか、「全人類」という話ではありません。なぜわかるかというと、まさにこの直前で、イエス様はさば

きについて、さばかれる者たちについて触れていました。では、「すべての人」とは、どういうことでし

ょうか。「すべて」というのは、分け隔てがいっさいないということです。ユダヤ人であろうが異邦人で

あろうが、奴隷であろうが自由人であろうが、富む者であろうが貧しい者であろうが、年老いた者であろ

うが幼い者であろうが、イエス様は区別することなく、すべての人を救ってくださるお方だということ

です。御子が上げられる十字架というのは、どんな背景を持っていたとしても、どれほど罪深い過去を持

っていたとしても、その人を救うことができる、力あるものだということです。 

そして、イエス様を信じた私たちもその救いの力というものを知りました。ここにいるだれひとりと

して、自分たちの賢さや力によって、最初にイエス様を見いだしたのではありません。罪の中に死んでい

て、自分の罪を愛し、暗やみを愛し、かたくなだった私たちが救われたのは、ただ、神様が、イエス様が、

まず私たちをご自分のもとへと引き寄せてくださったからです。スポルジョンも、こんなことばを残し

ていました。「カルバリで十字架につけられたキリストこそ、おびえ、疑い、罪によって滅びに向かう大



勢の罪人たちを引き寄せる力強い磁石です。彼らは恵みによってキリストのもとへと引き寄せられ、そ

の御方のうちに永遠のいのちを見いだすのです。」と。おびえている人、死に対しての恐怖を持っている

人、疑いを持っている人、罪に汚れた人、どのような罪人であったとしても、キリストの十字架には、そ

の人を救うことのできる力がありました。その人を変えることのできる力がありました。だから、パウロ

は、この十字架だけを語り続けていました。Ⅰコリント１：１８でも、彼は「十字架のことばは、滅びに至

る人々には愚かであっても、救いを受ける私たちには、神の力です。」と言っています。そのことを自分のこ

ととして知っているでしょうか。あなたは十字架によって変えられ続けています？十字架には、人を救

う力があります。人を変え続ける力があります。そこには、罪にまさるイエス様の恵みの力があふれてい

ます。そのすばらしさを知ったのであれば、私たちはそのことを語り続けることです。イエス様が苦しみ

を耐え忍んで、目を留めていた十字架は、イエス様の成し遂げるすばらしい勝利を告げる、栄光の場所だ

ったのです。 

３．御子の招き ３４－３７節 

そして最後に、もう一つだけ、十字架が明らかにする三つ目の姿は、御子の招きです。自分は十字架に

かからなければならないというイエス様の発言を聞いた群衆は、さらに混乱していました。３４節「そこ

で、群衆はイエスに答えた。「私たちは、律法で、キリストはいつまでも生きておられると聞きましたが、どうし

てあなたは、人の子は上げられなければならない、と言われるのですか。その人の子とはだれですか。」」と。こ

の時、人々は耳にしたことばを理解はしていました。イエス様が自らの死について述べているのだとい

うことに、気づいてはいたのです。しかし、彼らにとって、十字架につけられる「人の子」という考えは、

どうしても受け入れられるものではなかったのです。なぜでしょうか――。３４節で、彼らは「私たちは、

律法で、キリストはいつまでも生きておられると聞きましたが」と言っていました。彼らは、さまざまな旧約

聖書を通して、やがて来るメシヤ「人の子」というのは、すべての敵を打ち破り、永遠に続く王国を立て

上げる存在だと信じていました。彼らが持っていた期待は、力強い栄光の王様であって、十字架で死ぬよ

うな存在ではありませんでした。その誤った期待、いや身勝手な願いが、彼らのうちに戸惑いと疑い、さ

らにはつまずきを生み出していたのです。彼らは理解できませんでした。 

そんな彼らに向かって、イエス様は最後に語られます。残りの箇所３５－３６節に、こう言われていま

した。「:35 イエスは彼らに言われた。「まだしばらくの間、光はあなたがたの間にあります。やみがあなたがた

を襲うことのないように、あなたがたは、光がある間に歩きなさい。やみの中を歩く者は、自分がどこに行くのか

わかりません。:36 あなたがたに光がある間に、光の子どもとなるために、光を信じなさい。」イエスは、これら

のことをお話しになると、立ち去って、彼らから身を隠された。」と。言うまでもありませんが、私たちは日

常生活の中で、光の大切さをよくわかっています。光があれば、物を見ることができます。光があれば、

隣の人の顔を見ることもできます。光があれば、机の角に小指をぶつけることもありません。しかし、も

し光が取り去られ、完全に暗やみが支配すれば、自分がどこにいるのかさえわからなくなることがあり

ます。イエス様は、ここで「光である私は、いつまでもあなたがたとともにいるわけではありません」と

言います。「光であるわたしのもとに来ることのできる時間は、もうあとしばらくだけ、終わりに近づい

ています」と。皆さん、この事実を忘れてはいけません。 

イエス様は、確かに、だれでも信じる者に永遠のいのちを与えることができる、生けるパンです。しか

し、そのパンはいつまでも用意されているわけではありません。イエス様は、確かに、だれでも信じる者

に救いを与えることのできる羊の門です。しかし、その門は永遠に開かれているわけではありません。あ

る時、そのパンが、その門が閉じられる時が来ます。そして、閉じられた後、どれだけ後悔しても、その

時にどれだけ手にしたいと願っても、次のチャンスはもう与えられていません。恵みの救いの日は、いつ

の日か終わりが来ます。だから、イエス様も人々に対して訴え続けていました。「今のままでは、私のこ

とを信じなければ、あなたがたは自分の罪の中で死ぬのです。自分の罪の中で死なないでください。私の



ことを信じなさい」と。聖書は、明白なことを教えます。光というのは、しばらくの間しかありません。

そして、光が去れば、やみがやって来ます。イエス様を拒み続けた者に待っているものは、永遠の暗やみ

であり、永遠の滅びです。マタイ２５：３０にはこう書かれています。「役に立たぬしもべは、外の暗やみ

に追い出しなさい。そこで泣いて歯ぎしりするのです。」と。ユダ１３節にもこう言われています。「……ま

っ暗なやみが、彼らのために永遠に用意されています。」と。サタンが空想話ではないように、地獄も同じで

す。聖書が描いている地獄というのは、真っ暗やみなところです。そこには、イエス様のあわれみの御手

を最後まで拒み続け、イエス様にある救いを見ることを後回しにした者たちであふれています。 

その現実を知っていたイエス様は、当時の人々に対しても、そして今の私たちに対しても、同じように

求めています。愛にあふれている御手を差し伸べてくださり、「あなたがたに光がある間に、光の子ども

となれるように、光を信じなさい」と招いておられます。イエス様を信じなさいと。このような優しい招

きを、あなたはかたくなに拒み続けるでしょうか。もし、まだ光であるイエス様を知らない方がいるので

あれば、どうか知って帰ってください。知らないのであれば、みことばによると、あなたを待っているの

は真っ暗やみの地獄です。神様は、必ず罪に対して正しいさばきをなさいます。しかし、あなたの罪のさ

ばき、あなたに降り注ぐ神の怒りから救い出すことができる方がいます。それがイエス・キリストです。

だからこそ、きょうという日、この方のあわれみを求めて、罪を悔い改めて、自分の救い主として信じ、

受け入れてください。十字架にこそ、あなたにとって最も必要な希望があります。その希望を知って帰っ

てください。 

また、光であるイエス様を信じている皆さん、この十字架というのは、ただ私たちが救われる日、救わ

れた日で終わる出来事ではありません。これは、私たちが日々見上げ続けるべき希望です。私たちが十字

架を見上げるたびに、私たちの代わりとなって苦しみ、最後まで御父に従われた御子の従順を思い出す

ことができます。私たちが十字架を見上げる時、私たちは、罪とサタンに勝利された御子の勝利を思い出

し続けることができます。十字架を見上げる時、私たちはこの方を信じ、信頼し続けるようにという御子

のあわれみと優しさ、その招きを思い出し続けることができます。世の人たちは、十字架を敗北の象徴と

して考えました。しかし、その十字架を、神様は最も輝かしい御子の栄光を現す場所とされました。それ

が、私たちが愛している十字架です。だとすれば、今週もその栄光の十字架に目を留め続けていきましょ

う。目を離すのではなく、それを自分の恥とするのではなく、誇りとして、そして、愛する主、この方の

栄光を現すために、続けてともに歩んでいきましょう。 


